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（
質
問
の 

三
） 

答

弁

第

三

号 

   

衆
議
院
議
員
春
日
一
幸
君
提
出
日
本
住
宅
パ
ネ
ル
工
業
協
同
組
合
の
運
営
に
対
す
る
厳
正
な
る
監
督
及
び
中
小

企
業
者
の
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
内
装
工
事
に
お
け
る
官
公
需
の
受
注
機
会
の
均
等
化
の
推
進
に
関
す
る
質
問
に
対 

し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
六
五
第
三
号 

昭
和
四
十
六
年
三
月
十
九
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衆

議

院

議

長 
船 
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中 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

佐 

藤 

榮 

作 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
春
日
一
幸
君
提
出
日
本
住
宅
パ
ネ
ル
工
業
協
同
組
合
の
運
営
に
対
す
る
厳
正
な
る
監 

督
及
び
中
小
企
業
者
の
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
内
装
工
事
に
お
け
る
官
公
需
の
受
注
機
会
の
均
等
化
の
推 

進
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

加
入
自
由
の
原
則
違
背
に
つ
い
て 

(一 ) 

協
同
組
合
へ
の
加
入
に
際
し
、
高
額
の
出
資
金
を
課
す
る
こ
と
が
協
同
組
合
の
加
入
自
由
の
原
則
に
反
す

る
こ
と
と
な
る
場
合
も
あ
り
う
る
こ
と
は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
判
断
は
、
具
体
的
な
状
況

に
即
し
て
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。 

(二 ) 

日
本
住
宅
パ
ネ
ル
工
業
協
同
組
合
の
場
合
、
新
規
加
入
に
際
し
て
の
出
資
口
数
九
口
（
一
口
二
十
万
円
）
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
組
合
員
の
平
均
出
資
口
数
が
約
三
十
五
口
と
な
つ
て
い
る
こ
と
、
同
組
合
の
事
業
が
内

装
部
材
の
標
準
化
、
規
格
化
、
量
産
化
を
進
め
、
共
同
受
注
、
共
同
販
売
を
行
な
い
、
相
当
規
模
の
共
同
施 



二 

相
互
扶
助
、
直
接
奉
仕
の
原
則
違
背
に
つ
い
て 

(四 ) 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
出
資
金
や
加
入
金
を
一
時
に
払
い
込
む
こ
と
は
中
小
企
業
者
に
と
つ
て
は
、

か
な
り
の
負
担
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
減
額
、
新
規
加
入
者
の
共
同
施
設
の
利
用
の
態
様
に

応
じ
た
弾
力
的
な
取
扱
い
ま
た
は
払
込
み
の
相
当
期
間
に
わ
た
る
分
割
払
い
を
認
め
る
よ
う
日
本
住
宅
パ
ネ

ル
工
業
協
同
組
合
を
指
導
し
て
ま
い
り
た
い
。 

(三 ) 

加
入
金
に
つ
い
て
は
、
同
組
合
が
単
に
相
当
の
物
的
施
設
を
有
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
技
術
開
発

等
に
よ
り
相
当
の
無
形
の
資
産
も
築
い
て
き
て
お
り
、
持
分
評
価
と
の
関
連
で
従
来
の
組
合
員
と
新
規
加
入

者
の
権
利
の
均
衡
を
図
る
た
め
に
徴
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
持
分
評
価
が
適
正
に
行
な
わ
れ
る
限
り
、
相
当
の

額
で
あ
つ
て
も
許
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。 

設
を
運
営
し
て
い
る
た
め
、
相
当
の
資
本
を
要
す
る
こ
と
、
新
規
加
入
者
も
直
ち
に
こ
れ
ら
の
施
設
を
利
用

し
う
る
こ
と
等
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。 

四 

 



(三 ) 

こ
の
た
め
、
余
剰
金
の
す
べ
て
を
組
合
員
に
直
ち
に
還
元
せ
ず
、
組
合
が
内
部
留
保
に
努
め
強
力
な
事
業

体
と
な
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
税
制
上
、
協
同
組
合
に
対
し
、
出
資
金
の
四
分
の
一
に
達
す
る
ま

で
、
そ
の
内
部
留
保
分
の
二
分
の
一
を
非
課
税
と
し
て
い
る
（
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
一
条
）
の
も
こ
の
よ

う
な
組
合
の
運
営
を
助
成
す
る
趣
旨
に
で
た
も
の
と
考
え
る
。 

(二 ) 

こ
の
原
則
に
基
づ
き
、
組
合
事
業
の
運
営
に
当
た
つ
て
は
、
手
数
料
は
実
費
に
限
り
、
余
剰
金
が
生
じ
た

際
は
、
組
合
事
業
の
利
用
分
量
に
応
じ
、
組
合
員
に
配
当
す
る
の
は
、
一
つ
の
行
き
方
で
あ
る
と
考
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
組
合
の
共
同
事
業
の
た
め
に
、
資
金
を
要
す
る
と
き
は
、
そ
の
都
度
出
資
金
ま

た
は
賦
課
金
を
課
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
不
便
が
あ
り
、
ま
た
、
事
業
体
と
し
て
複
雑
な
経
済
情
勢
に
機

敏
に
対
応
す
る
に
は
、
予
め
十
分
な
蓄
積
を
も
つ
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。 

(一 ) 
協
同
組
合
は
、
組
合
員
の
相
互
扶
助
お
よ
び
組
合
員
へ
の
直
接
奉
仕
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と 

は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。 

五 

 



三 

官
公
需
受
注
の
独
占
化
に
つ
い
て 

(一 ) 

政
府
は
従
来
か
ら
住
宅
建
設
に
お
け
る
工
業
的
量
産
方
式
の
採
用
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
努
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
公
営
住
宅
等
の
内
装
工
事
に
つ
い
て
は
、
そ
の
部
材
、
部
品
の
標
準 

(四 ) 

日
本
住
宅
パ
ネ
ル
工
業
協
同
組
合
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
共
同
事
業
の
運
営
に
よ
る
収
入
に
よ
り
経
費
を

賄
い
、
余
剰
が
生
じ
た
場
合
に
内
部
留
保
に
当
て
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
収
入
や
内
部
留
保
は
、
組
合
の
正
規

の
手
続
に
従
い
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

組
合
の
運
営
に
は
不
当
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
ご
指
摘
の
趣
旨
を
尊
重
し
、
政
府
と
し
て
も
同
組

合
に
対
し
そ
の
運
営
に
つ
い
て
組
合
員
の
総
意
を
改
め
て
確
認
す
る
等
こ
の
組
合
の
運
営
が
営
利
主
義
的
に

な
ら
ぬ
よ
う
指
導
に
慎
重
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
。 

こ
の
い
ず
れ
の
運
営
方
法
を
選
択
す
る
か
は
、
原
則
的
に
は
、
組
合
が
組
合
員
の
総
意
に
基
づ
き
自
主
的

に
決
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。 

六 

 



(四 ) 

現
在
、
公
営
住
宅
お
よ
び
公
団
住
宅
の
う
ち
プ
レ
ハ
ブ
内
装
工
事
を
採
用
し
て
い
る
も
の
は
、
約
二
十 

(三 ) 

し
た
が
つ
て
、
公
営
住
宅
等
の
量
産
化
を
進
め
る
に
当
た
り
、
事
業
発
注
主
体
が
当
初
は
「
日
本
住
宅
パ

ネ
ル
工
業
協
同
組
合
の
製
品
ま
た
は
そ
の
同
等
品
」
と
発
注
仕
様
書
に
お
い
て
定
め
る
こ
と
が
多
か
つ
た
も

の
で
あ
る
が
、
政
府
に
お
い
て
は
、
内
装
パ
ネ
ル
等
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
品
質
向
上
等
を
図
る
た
め
に
は
、

一
般
的
基
準
に
よ
り
発
注
を
行
な
う
方
が
好
ま
し
い
と
考
え
、
ま
た
、
中
小
企
業
者
に
関
す
る
国
等
の
契
約

の
方
針
に
沿
つ
て
、
社
団
法
人
プ
レ
ハ
ブ
建
築
協
会
が
量
産
公
営
住
宅
部
品
の
一
般
的
基
準
と
し
て
作
成
し

た
「
量
産
公
営
住
宅
部
品
仕
様
書
」
を
発
注
の
基
準
と
す
る
よ
う
指
導
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

(二 ) 

現
在
、
公
営
住
宅
等
の
内
装
工
事
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
パ
ネ
ル
組
立
方
式
は
、
日
本
住

宅
パ
ネ
ル
工
業
協
同
組
合
が
最
初
に
開
発
し
、
そ
の
施
工
技
術
等
を
確
立
し
た
も
の
で
あ
る
。 

化
、
規
格
化
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

今
後
、
こ
の
よ
う
な
指
導
を
さ
ら
に
強
化
し
、
官
公
需
に
お
け
る
受
注
機
会
の
均
等
化
に
努
め
た
い
。 

七 

 



 

八 

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
同
組
合
は
、
そ
の
約
八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
受
注
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
同
組
合

が
早
期
に
協
同
組
合
組
織
に
よ
り
技
術
開
発
を
進
め
、
官
公
需
に
つ
い
て
の
中
小
企
業
者
の
受
注
の
確
保
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
受
注
適
格
組
合
と
な
り
、
品
質
、
価
格
、
供
給
能
力
等
の
面
で
従
来
相
当
の
実
績
を

あ
げ
て
き
た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

(五 ) 

政
府
と
し
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
プ
レ
ハ
ブ
内
装
工
事
に
お
け
る
官
公
需
の
発
注
に
つ
い
て
一
般
的

な
発
注
仕
様
の
基
準
に
よ
る
よ
う
指
導
を
強
化
す
る
等
受
注
機
会
の
均
等
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
住
宅
生

産
の
工
業
化
の
進
展
に
伴
い
、
内
装
パ
ネ
ル
等
の
採
用
が
今
後
と
も
増
大
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
の
で
同

組
合
の
組
合
員
以
外
の
中
小
企
業
に
つ
い
て
も
協
業
化
等
に
よ
り
、
良
質
で
安
価
な
製
品
の
大
量
供
給
体
制

を
確
立
す
る
よ
う
積
極
的
な
支
援
を
行
な
つ
て
ま
い
り
た
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




